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歳入予算額
91億 7200 万円

自 

主 

財 

源 

依   

存   

財   

源

当
初
予
算　

年
度
（
４
月
〜
次
の
年
の
３
月
）

開
始
前
に
年
間
予
算
と
し
て
編
成
し
、
成
立
し

た
予
算
の
こ
と
（
補
正
予
算
＝
年
度
の
途
中
で

補
正
し
た
も
の
）

一
般
会
計　

町
の
行
政
運
営
の
中
心
的
な
経
費

を
計
上
し
て
い
る
会
計

特
別
会
計　

特
定
事
業
に
つ
い
て
、
特
定
の

歳
入
と
歳
出
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
会
計
。

特
定
の
目
的
の
た
め
の
会
計
で
、
一
般
会
計
と

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計　

独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
地
方
公

営
企
業
の
会
計
。
収
益
と
費
用
の
発
生
を
記
帳

の
基
準
に
す
る
ほ
か
、
資
産
や
負
債
に
つ
い
て

も
、
経
費
と
分
離
し
て
整
理
し
、
そ
の
経
営
成

績
と
財
産
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

一般会計歳入（）内対前年比

■問い合わせ先
　役場企画課　財政係

　（ 内線  221　 担当  一場達也）

繰入金
3 億 9321 万円

（ｰ 9.6％）

諸収入
2 億 8221 万円

（+9.1％）

繰越金
2 億 1000 万円

（0.0％）

分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入、寄附金
2 億 948 万円

（ｰ 22.3％）

地方交付税
27 億 8609 万円

（-6.0％）

県支出金
5 億 1060 万円

（-1.1％）

国庫支出金
３億 8588 万円

（-23.4％）

その他　4 億 4599 万円（+4.9％）

歳出予算額
91億 7200 万円

総務費
24 億 4873 万円

（+53.3％）

民生費
17 億 7068 万円

（-7.3％）

教育費
12 億 4193 万円

（+9.4％）

公債費
10 億 3558 万円

（-0.8％）

土木費
９億 5469 万円

（+9.1％）

農林水産業費
5 億 5603 万円

（-6.4％）

衛生費
4 億 7308 万円

（-8.8％）

消防費 3 億 7581 万円
　（+0.1％）

商工費　1 億 7121 万円
　　（-1.3％）

議会費
9934 万円

（+8.1％）
その他

4492 万円
（+38.9％）

一般会計歳出（）内対前年比

用

語

解

説

町税
18 億 8244 万円

（ｰ 0.7％）

町債
20 億 6610 万円

（+137.5％）

当 初
平成 29 年度

算予
　平成 29 年度の当初予算が可決

成立され、執行が開始されました。

今年度の一般会計予算は総額 91 億

7200 万円とし、前年度予算（83 億

4700 万円）に比べると 9.9％の増、

金額にすると 8 億 2500 万円の増額

となっています。

　歳入面では、町税および地方交付

税、国庫支出金が前年度に比べ減額

となりましたが、地方債の増額がそ

れらを大きく上回っています。

　歳出面では、民生費および農林水

産業費が減額となっておりますが、

総務費、土木費、教育費の増額幅が

大きいため、総額では前年度に比べ

増額となりました。

　平成 29 年度の予算が昨年度と比

較して増加している主な要因は、役

場庁舎移転に伴う岩櫃ふれあいの

郷（岩櫃城温泉センター）の改修事

業が増額したことによるものです。

※予算額については、千円未満を

　四捨五入して表示しています。
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【
一
般
会
計　

歳
入
】

町
税　

町
民
の
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金

繰
入
金　

基
金
な
ど
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
る
お
金

分
担
金
・
負
担
金　

特
定
の
利
益
を
受
け
た

方
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
お
金

使
用
料
・
手
数
料　

町
の
施
設
を
使
用
し
た

時
に
支
払
う
使
用
料
や
税
務
課
・
町
民
課
な
ど

の
窓
口
で
支
払
う
手
数
料
や
保
育
料
な
ど

地
方
交
付
税　

国
税
の
中
か
ら
、
町
の
行
財
政

状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

町
債　

町
が
借
り
入
れ
る
お
金

地
方
譲
与
税　

国
が
国
税
と
し
て
徴
収
し
た

税
金
の
う
ち
、
町
に
配
分
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金　

特
定
の
事
務
・
事
業
の

財
源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
一
般
会
計　

歳
出
】

民
生
費　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

福
祉
全
般
の
事
務
・
事
業
に
使
う
費
用

総
務
費　

課
税
・
徴
収
、
選
挙
、
統
計
、
住
民

登
録
な
ど
、
町
の
総
括
的
な
事
務
に
使
う
費
用

衛
生
費　

保
健
衛
生
や
ご
み
処
理
な
ど
、
安
全

で
衛
生
的
な
生
活
の
た
め
に
使
う
費
用

農
林
水
産
業
費　

農
産
物
の
生
産
振
興
や
農

地
管
理
な
ど
に
使
う
費
用

商
工
費　

商
工
業
や
観
光
の
振
興
に
使
う
費
用

土
木
費　

道
路
や
公
園
整
備
な
ど
に
使
う
費
用

教
育
費　

学
校
の
運
営
費
や
公
民
館
な
ど
、
教

育
全
般
の
事
務
・
事
業
に
使
う
費
用

消
防
費　

消
防
や
防
災
対
策
な
ど
に
使
う
費
用

公
債
費　

過
去
に
借
り
入
れ
た
借
入
金
の
支
払

い
に
充
て
る
費
用

■一般会計予算主な内容
議会費 議員報酬等 9934 万円

総務費 役場庁舎建設事業 11 億 970 万円

ふるさと応援寄附金事業 1609 万円

吾妻渓谷活性化対策事業 3412 万円

民生費 障害児者総合支援事業 3 億 5934 万円

老人福祉事業 2 億 8307 万円

福祉医療事業 1 億 3673 万円

子育て支援費 1 億 6502 万円

保育所施設整備事業 4295 万円

衛生費 吾妻東部衛生施設組合負担金 1 億 8545 万円

定期予防接種事業 2198 万円

インフルエンザ予防事業 1633 万円

妊婦支援事業 1431 万円

農林水産業費 公団営畜産基地負担金事業 1 億 3393 万円

県単小規模土地改良事業 4032 万円

多面的機能支払交付金事業 2500 万円

地籍調査費 2569 万円

商工費 企業立地奨励金 3306 万円

東吾妻町観光協会運営費補助金 1760 万円

真田丸継承事業 1064 万円

土木費 道路改良費 1 億 8815 万円

道路維持費 1 億 2566 万円

橋りょう維持費 1 億 2824 万円

ダム関連道路費 8502 万円

上信自動車道関連事業 4520 万円

下水道事業特別会計繰出金 2 億 4146 万円

消防費 吾妻広域圏消防負担金 2 億 5584 万円

消防自動車購入費 2500 万円

教育費 給食センター運営管理費 1 億 9429 万円

通学バス運営管理費 1 億 5531 万円

原町幼稚園園舎増築事業 2 億 1081 万円

社会体育施設管理事業 6229 万円

公債費 元金 9 億 3154 万円

利子 1 億 403 万円

■特別会計
会計名 予算額（）対前年比

国民健康保険
事業勘定 22 億 3721 万円 (-2.0%)

施設勘定 9363 万円 (+2.1%)

後期高齢者医療 1 億 9024 万円 (+1.8%)

介護保険 16 億 3952 万円 (+1.2%)

地域開発 8957 万円 (+6.2%)

下水道事業 5 億 5279 万円 (-0.8%)

簡易水道 6656 万円 (-0.6%)

■一般会計予算額の推移

■水道会計（企業会計）
項　　目 予算額（）対前年比

水道事業収益 2 億 1055 円 (-2.8%)

営業収益 1 億 7340 万円 (-3.4%)

営業外収益 3716 万円 (+0.1%)

水道事業費用 2 億 1055 万円 (-2.8%)

営業費用 1 億 7755 万円 (-2.6%)

営業外費用 3230 万円 (-5.0%)

特別損失 70 万円 (+66.7%)

資本的収入 1 億 5900 万円 (+30.5%)

資本的支出 2 億 6631 万円 (+22.3%)

平成 29 年度91 億 7200 万円

83 億 3600 万円

85 億 5800 万円

85 億 1600 万円

83 億 4700 万円

０	 20 億円	 40 億円	 60 億円	 80 億円	 100 億円

平成 25 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

平成 28 年度
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町
で
は
、
第
２
次
総
合
計
画
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
総
合
計
画
審
議

会
（
委
員
27
人
以
内
）
を
組
織
す
る

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
に

よ
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
委
員
の
募
集
人
数
（
10
人
程
度
）

・
町
民
か
ら
広
く
募
る
枠
…
５
人

・
若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
枠
…
５
人

■
委
員
の
応
募
資
格

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上

　

の
方
（
高
校
生
は
除
く
）

②
平
日
の
日
中
２
時
間
程
度
の
会
議

　

に
複
数
回
出
席
で
き
る
方

■
委
員
と
し
て
の
任
期

　

平
成
29
年
度
内
（
報
酬
有
り
）

■
応
募
期
間　
　
　
　
　
　

※
必
着

　

平
成
29
年
５
月
８
日
㈪
～
26
日
㈮

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
持
参
・
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
役
場
企
画
課

に
あ
り
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、

件
名
に
「
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員

応
募
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
を
基
に
審

査
選
考
し
、
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

企
画
調
整
係

　
（
内
線 

２
２
２　

担
当 

蜂
須
賀
徹
）

第１次総合計画
　　　まちづくり７つの基本目標
１　住民と行政の協働
　　　『住民が主役のみんなで創るまち』
２　社会基盤の整備
　　　『安全で暮らしやすさが響くまち』
３　生活環境の向上
　　　『自然とうるおいがこだまするまち』
４　産業の振興
　　　『大地の恵みで活力あるまち』
５　保健・医療・福祉の充実
　　　『元気な声が響く笑顔あふれるまち』
６　教育・文化施策の充実
　　　『豊かな心を育む学びのまち』
７　行財政改革の推進
　　　『健全財政に向け徹底した改革に取り組むまち』

現
行
計
画
は
、
今
年
度
を
も
っ
て

最
終
年
次
と
な
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
昨
年
度
か
ら
次
期
計
画
の
策

定
に
向
け
た
調
査
検
証
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
と
し
て

次
期
計
画
の
策
定
方
針
（
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
概

要
を
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
次
期
計
画
の
名
称
と
期
間

　

次
期
計
画
の
名
称
は
、
町
村
合
併
に

あ
た
り
東
村
・
吾
妻
町
合
併
協
議
会
が

策
定
し
た
新
し
い
町
づ
く
り
計
画
を
基

礎
に
策
定
し
た
現
行
計
画
に
続
く
も
の

で
あ
り
、
今
後
も
町
政
運
営
の
羅
針
盤

と
す
る
こ
と
か
ら
名
称
は
「
東
吾
妻
町

第
２
次
総
合
計
画
」
と
し
、
そ
の
期
間

は
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
39
年
度
ま
で

の
10
年
間
と
し
ま
す
。

■
次
期
計
画
の
性
格
と
役
割

　

次
期
計
画
は
、
町
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
行
政
経
営
を
推
進
す
る
た
め
の

最
上
位
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の

役
割
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

役
割
①

　
『
住
民
と
行
政
が
目
指
す
将
来
像
を

共
有
し
、
協
働
で
取
り
組
む
計
画
』

役
割
②　
『
ま
ち
の
魅
力
と
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
計
画
』

役
割
③　
『
行
政
の
経
営
指
針
と
し
て

活
用
で
き
る
計
画
』

役
割
④

　
『
国
や
県
、
広
域
行
政
及
び
他
の
計

画
等
と
の
連
携
が
確
保
さ
れ
る
計
画
』

■
次
期
計
画
の
策
定
体
制

　

次
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
の
意
見
な
ど
反
映
し
な
が
ら
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
つ
つ
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
図

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
体
制
で
取
り

組
み
ま
す
。

①
町
民
意
識
調
査
（
無
作
為
抽
出
）、

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
民
間
事
業
者

　
（
産
学
金
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

②
総
合
計
画
審
議
会
の
設
置
（
地
域

　

代
表
や
公
募
委
員
等
）
と
諮
問
、　

　

審
議

③
全
庁
的
な
策
定
体
制
の
構
築

　

ま
た
、
昨
年
度
事
業
に
お
い
て
、

東
吾
妻
中
学
校
３
年
生
の
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
（
卒
業
研
究
）」
と
連

携
し
、
中
学
生
と
町
執
行
部
、
議
会

代
表
が
意
見
交
換
を
す
る
試
行
的
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

第２次総合計画の策定方針を決定
～平成 29 年度中の策定に向けて～

　

町
は
、
町
村
合
併
後
の
平
成
20
年
４
月
に
第

１
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、「
住
民
が
誇
り
を

持
っ
て
暮
ら
す
ま
ち
」
を
め
ざ
す
将
来
像
と
定

め
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
平
成
29

年
度
ま
で
の
10
年
間
に
渡
り
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
基

本
目
標
を
次
の
７
つ
と
し
、
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集

２月 20日に開催した中学３年生
との意見交換会

第１次総合計画
　平成 20年４月策定
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町
で
は
、
平
成
27
年
度
に
地
域
活
性
化
・

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
（
地

方
創
生
先
行
型
）
を
活
用
し
て
「
東
吾
妻

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
東
吾
妻
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

す
る
と
共
に
左
記
の
２
つ
の
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
検
証
・
評
価
を

行
う
た
め
に
外
部
有
識
者
な
ど
で
組
織
さ
れ

る
東
吾
妻
町
総
合
戦
略
検
証
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

■
実
施
事
業

①
「
真
田
丸
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　

関
連
事
業

②
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
対
策
関
連
事
業

■
検
証
・
評
価
の
方
法

①
行
政
内
部
で
の
検
証
・
評
価

②
東
吾
妻
町
総
合
戦
略
検
証
会
議
で
の

　

検
証
・
評
価

■
検
証
・
評
価
の
詳
細
な
結
果
に
つ
い
て

　

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　町では、人口減少対策の一環として、交流人口および移住・定
住人口の増加とそれに伴う地域おこしの推進を図るため、「東吾妻
町移住相談員」を設置しました。
　４月３日㈪、町長室で委嘱状交付式があり、中澤町長から上

うえはら

原
麗
れい

さんに委嘱状を手渡しました。上原さんは、４年前に出身地で
ある京都府宇治市から「緑のふるさと協力隊」として赴任し、そ
の後、「地域おこし協力隊」を経て、現在は大柏木で農業体験型の
シェアハウスを営んでいます。自らも移住者であるということか
ら、移住しようとする方々に寄り添った支援や的確なアドバイス
を行っていきます。

２月 23 日に開催した東吾妻町総合
戦略検証会議

東吾妻町まち・ひと・しごと創生総合戦略における実施
事業の検証・評価会議を開催しました

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
役
場
企
画
課
に
あ
り
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
に
「
お

ら
が
ま
ち
食
特
産
品
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
応
募
」
と
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

平
成
29
年
５
月
８
日
㈪
～
26
日
㈮

　

17
時
ま
で　
（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
ま
で
有
効
）

■
選
考
お
よ
び
通
知　

募
集
期
間
の

終
了
後
、
応
募
用
紙
に
よ
り
選
考
し
、

５
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

　

役
場
企
画
課　

定
住
促
進
係

（
内
線 

２
２
５　

担
当 

町
田　

隆
）

■
募
集
人
数　

３
名
程
度

■
活
動
内
容　

実
行
委
員
会
に
出
席

し
、
町
で
生
産
さ
れ
た
農
産
品
な
ど
を

使
っ
た
食
の
特
産
品
等
を
開
発
・
販
売

す
る
ま
で
の
全
て
の
事
業
推
進
を
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
行
い

ま
す
。

■
活
動
期
間

　

平
成
29
年
５
月
か
ら
平
成
30
年
３
月

末
ま
で
（
報
酬
無
し
）

■
募
集
条
件　

月
２
回
程
度
の
会
議
等

に
参
加
で
き
る
18
歳
か
ら
40
歳
代
（
高
校

生
は
除
く
）
の
方
で
、
町
の
名
物
と
な
る

よ
う
な
食
の
特
産
品
を
開
発
す
る
こ
と
お

よ
び
地
域
振
興
に
意
欲
の
あ
る
方
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　

町
で
は
、
総
合
戦
略
に
基
づ
き
「
町
を
知
っ
て
も
ら
う
施
策
」
と
し
て
「
大

学
な
ど
と
連
携
し
た
食
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
事
業
」
や
「
交
流
自
治
体
と
連
携

し
た
地
場
産
品
都
心
販
売
事
業
」
な
ど
、
町
で
生
産
さ
れ
た
農
産
品
な
ど
を
使

い
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
町
お
こ
し
を
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
よ
り
「
お
ら
が
ま
ち
食
特
産
品
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
新
規

事
業
と
し
て
開
始
し
、
町
を
PR
す
る
た
め
の
「
食
べ
る
特
産
品
」
を
開
発
・
販

売
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
を
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
公
募
し
ま
す
。

　移住相談員をご紹介します
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　４月２日に第 10 回東吾妻町老人クラブ連
合会芸能発表大会がコンベンションホールで
開催されました。民踊や詩吟、カラオケなど
各団体から 34 演目が披露されました。

老  連芸能発表大会
交流を深め

 28 年に活躍した方へ表彰・河合敦さんが講演
町  表彰式・生涯学習講演会

　３月 26 日にコンベンションホールで、平成 28 年度町表彰式・生涯学習講演会が開催
されました。表彰式では文化活動やスポーツの分野で活躍した方、消防団活動や議会活
動を長年続けた方へ、表彰状や功労賞、感謝状などが贈られました。講演会では東吾妻
中学校吹奏楽部が真田丸メインテーマなどを演奏し、歴史作家・歴史研究家の河合敦さ
んが「真田信繁ほか戦国武将に学ぶ」と題して講演を行いました。

　４月７日にの 5 地区の小学校と東吾妻中学校
で入学式が行われました。統合して 3 年目とな
る中学校では 106 名の新 1 年生が入学し、新
たな仲間と共に中学校生活をスタートさせまし
た。

 新しい環境で
小  中学校で入学式

 交通事故に気をつけよう
交  通安全教室開催
　春の交通安全運動の期間に合わせ、4 月
13 日・14 日に町内の各幼稚園、保育所で
警察官が交通安全教室を行いました。

Higashiagatsuma　Town News
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　４月９日、太田地区岩井親水公園で第８回
東吾妻町水仙まつりが商工会や婦人会、地元
方々の協力で開催されました。今年は桜が咲
き始めで、水仙畑との共演とはなりませんで
したが、多くの来場者が一面に咲く水仙に目
をうばわれていました。

 一面の水仙が咲きました
第  8 回東吾妻町すいせん祭り

　剣持さんは吾妻町議会議員として昭和 58
年の初当選以来、３期 12 年にわたり在職し、
この間文教常任委員会委員長・同副委員長
などの要職を務めて旧吾妻町の発展に多大
な貢献をされました。永年にわたる地方自
治に対する貢献から旭日単光章が贈られ、4
月 5 日に町長が伝達を行いました。

章を受賞    町長が伝達
剣  持弘一さんが旭日単光

　３月 27 日に吾妻渓谷に架かる猿橋を含
む町道 205 号線の開通式が吾妻渓谷十二沢
パーキング内の会場で開催され、町長や議
長ら関係者によるテープカットが行われま
した。猿橋は新緑から紅葉のシーズンにか
けて吾妻渓谷の季節を望める新スポットと
して観光客の増加が期待されます。

  新しい渓谷の観賞地へ
猿  橋開通式

ひがしあがつまタウンニュース
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今
月
の
歴
史
文
化
探
訪
は
先
月
に
引

き
続
き
現
在
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
事
業
団
が
行
っ
て
い
る
発
掘
調
査

に
つ
い
て
振
り
返
る
第
２
回
を
お
届
け

し
ま
す
。
今
回
お
届
け
す
る
遺
跡
は
遮

光
器
土
偶
が
出
土
し
た
唐
堀
遺
跡
で
す
。

●
唐
堀
遺
跡
と
は
・
・

　

唐
堀
遺
跡
は
東
吾
妻
町
大
字
三
島
に

位
置
し
、
現
在
の
唐
堀
ス
ポ
ー
ツ
広
場

を
中
心
に
広
が
る
遺
跡
で
す
。
年
代
は

今
か
ら
2
千
～
3
千
年
前
と
な
る
縄
文

時
代
後
期
か
ら
晩
期
で
、
多
数
の
縄
文

土
器
と
共
に
、
石
鏃
や
装
身
具
で
あ
る

耳
飾
り
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
特
に
耳

飾
り
は
県
内
で
も
限
ら
れ
た
遺
跡
で
し

か
出
土
し
て
お
ら
ず
、
貴
重
な
遺
物
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
回
の
調
査
で
検
出
さ
れ
た

の
は
水
場
遺
構
で
す
。
水
場
遺
構
は
水

場
で
の
作
業
場
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
竪
穴
住
居
や
人
為
的
に
石

を
巡
ら
し
た
配
石
土
坑
な
ど
の
ほ
か
、

多
く
の
土
器
片
、
耳
飾
り
、
石
器
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
注
目
さ
れ
た

の
は
１
点
の
土
偶
で
し
た
。
そ
れ
は
遠

く
東
北
地
方
に
起
源
を
持
つ
遮
光
器
土

偶
と
呼
ば
れ
る
特
徴
的
な
土
偶
だ
っ
た

の
で
す
。

●
出
土
遺
物
の
衝
撃
！

　
～
東
北
地
方
製
作
の
遮
光
器
土
偶
～

　

遮
光
器
土
偶
は
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
人
た

ち
が
用
い
る
遮
光
器
と
い
う
道
具
に
類

似
す
る
目
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
つ
い
た
土
偶
で
す
。
青
森

県
の
亀
ヶ
岡
遺
跡
で
出
土
し
た
も
の
が

有
名
で
（
現
在
国
指
定
重
要
文
化
財
指

定
）、
出
土
は
概
ね
北
東
北
地
方
が
中
心

で
す
。
で
す
が
こ
れ
を
模
倣
し
真
似
た

製
品
は
全
国
で
見
ら
れ
、
北
海
道
南
部

か
ら
近
畿
地
方
ま
で
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

で
は
唐
堀
遺
跡
出
土
の
遮
光
器
土
偶

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

土
偶
は
高
さ
、
幅
共
に
10
㎝
の
頭
部

片
で
身
体
を
含
め
全
体
復
元
す
る
と
30

㎝
を
越
え
る
大
型
の
土
偶
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
亀
ヶ
岡
遺
跡
で
見
つ
か
っ

た
遮
光
器
土
偶
の
大
き
さ
が
高
さ
34
・

２
㎝
で
す
の
で
同
じ
ぐ
ら
い
の
製
品
と

い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
そ
の
形

状
や
文
様
か
ら
は
唐
堀
遺
跡
で
模
倣
さ

れ
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
東
方
地

方
で
作
ら
れ
た
製
品
が
持
ち
込
ま
れ
た

も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
群
馬
県
で

は
こ
れ
ま
で
７
例
の
遮
光
器
土
偶
片
の

出
土
が
あ
り
ま
す
が
全
て
模
倣
品
で
あ

る
こ
と
か
ら
東
北
製
の
遮
光
器
土
偶
が

出
土
し
た
の
は
県
内
初
と
な
り
ま
す
。

実
際
に
調
査
を
担
当
さ
れ
て
い
た
調
査

事
業
団
の
松
村
さ
ん
は
遮
光
器
土
偶
を

発
見
し
た
直
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

担
当
者
：
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

事
業
団 

松
村
さ
ん
の
話

  

「
最
初
は
変
な
土
器
が
出
た
よ
と
呼
ば

れ
て
見
に
行
っ
た
ん
で
す
。
非
常
に
き

れ
い
で
精
巧
な
作
り
だ
っ
た
の
で
、
模

造
品
で
は
な
く
お
そ
ら
く
本
物
の
製
品

だ
ろ
う
と
直
感
で
感
じ
ま
し
た
。
と
に

か
く
驚
き
ま
し
た
。」

　

こ
れ
ま
で
群
馬
県
内
で
は
地
元
で
真

似
た
製
品
が
出
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、「
ま
さ
か
東
北
で
作
ら

れ
た
本
物
が
・
・
」
と
驚
き
を
持
っ
て

こ
の
土
偶
を
見
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分

か
る
感
想
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
遮
光
器
土
偶
と
ハ
ー
ト
形
土
偶

　

東
吾
妻
町
で
は
遮
光
器
土
偶
の
他
に

全
国
的
に
名
が
知
ら
れ
た
土
偶
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
ハ
ー

ト
形
土
偶
で
す
。
ハ
ー
ト
形
土
偶
は
大

字
郷
原
の
郷
原
遺
跡
か
ら
工
事
の
掘
削

中
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
顔
が
ハ
ー

ト
形
を
す
る
特
徴
的
な
土
偶
で
す
。
現

在
は
国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
東
京

都
は
上
野
に
あ
る
東
京
国
立
博
物
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
ら
れ
た
年
代

は
縄
文
時
代
後
期
と
さ
れ
、
遮
光
器
土

偶
が
作
ら
れ
た
年
代
と
比
較
的
近
し
い

製
品
で
す
。
実
は
ハ
ー
ト
形
土
偶
も
関

東
地
方
だ
け
で
な
く
東
北
地
方
で
も
出

土
が
あ
る
も
の
で
、
遮
光
器
土
偶
と
ハ
ー

ト
形
土
偶
と
も
に
東
北
地
方
と
の
関
わ

り
が
見
え
る
製
品
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。
東
北
と
関
東
と
の
繋
が
り
が
見
え

る
貴
重
な
事
例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
日
本
は
公
共
交
通
機
関
や
自

家
用
車
、
ま
た
は
飛
行
機
・
船
な
ど
あ

ら
ゆ
る
交
通
手
段
・
交
通
網
が
あ
り
、

膨
大
な
時
間
を
か
け
な
く
て
も
日
本
全

国
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
縄
文
時

代
は
そ
う
も
い
か
な
い
時
代
で
す
。
東

北
地
方
か
ら
東
吾
妻
町
へ
幾
多
の
山
を

谷
を
川
を
越
え
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
土
偶
と
い
う
製
品

を
抱
え
て
。
な
ぜ
東
北
の
人
々
は
東
吾

妻
町
を
目
指
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

れ
は
こ
の
吾
妻
と
い
う
地
域
が
遠
く
離

れ
た
場
所
か
ら
で
も
訪
れ
た
く
な
る
よ

う
な
魅
力
的
な
場
所
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　担当 吉田智哉）

上
信
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
成
果
を

振
り
返
る
②
～
唐
堀
遺
跡
の
驚
愕
～

（歴史・文化探訪　筆者撮影）
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＝新着図書情報＝
■おすすめの一冊

『しばわんこの和の行事えほん』…… 川浦　良枝　著

　柴犬のしばわんこと三毛猫の
みけにゃんこが日本の季節の行
事の由来や意味をわかりやすく
教えてくれます。お子さんと一
緒に大人も楽しめる絵本です。

■児童図書
『かいけつゾロリの王子さまになるほうほう』…

… 原　ゆたか　著
『日曜日の小さな大ぼうけん』……… 愛川　美也　著
『ちかしつのなかで』………………… 横須賀　香　著

■一般図書
『山猫珈琲 上巻』…………………… 湊　かなえ　著
『人生の終いじたく、まさかの、延長戦』…

……… 中村メイコ　著
『中国嫁日記』………………………… 井上　純一　著
『愛犬と一緒に幸せになる風水入門』……

……… 影山　直美　著
『電子レンジで超ラクごはん』……… 小林まさみ　著

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412） 　
町文化協会から公演会のご案内

　町文化協会では次の日程で公演会を行います。
●日時
　平成 29 年 5 月 27 日㈯　14 時～（予定）
●場所　コンベンションホール
●内容
　①町内の保存会など数団体による
　　太々神楽などの伝統芸能の披露
　②東吾妻中学校吹奏楽部による演奏

●問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報 ◆４月９日にすいせん祭りに参加してぐんまちゃんと 
　一緒に記念撮影会を行いました。

■問い合わせ先　役場地域政策課（☎ 68-2111）

水仙ちゃんの活動報告

◆町内小学校新入学児童へ
❀道の駅オリジナルしおり　80 セット

道の駅あがつま峡　さま

道の駅駅長から岩島小学校の校長先生（右）へ。

あたたかいこころ

ありがとうございました

観光ボランティアガイド会員募集
　観光ボランティアガイドは現在９名で岩櫃城や吾
妻渓谷のガイドを中心に活動しています。年に１～
２回視察研修を行い、今年は３月 16 日に日本 100 名
城の箕輪城、金山城の視察を行いました。会員を募
集していますのでお気軽に問い合わせください。

■問い合わせ先　町観光協会　（☎ 70-2110）
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先
月
の
3
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰
の

期
間
、
金
沢
市
で
日
本
循
環
器
学
会

学
術
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

学
術
総
会
は
国
内
で
も
最
大
規
模
の

総
会
で
あ
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
海

外
か
ら
も
多
く
の
医
療
従
事
者
が
参

加
し
ま
す
。
そ
の
総
会
で
、
今
回
「
金

沢
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
す
。

　
「
循
環
器
病
の
多
く
は
、
不
適
切
な

食
事
や
運
動
不
足
、
喫
煙
な
ど
の
好

ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
お
よ
び
肥
満

症
・
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
起
因
す

る
動
脈
硬
化
を
基
盤
に
発
症
し
ま
す
。

近
年
の
社
会
環
境
や
生
活
習
慣
の
変

化
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
や
循
環
器

病
の
発
症
が
低
年
齢
化
し
て
き
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
子
供
や
若
者

に
対
し
て
、
循
環
器
病
の
発
症
を
予

防
す
る
た
め
の
知
識
の
普
及
や
行
動

変
容
の
啓
発
な
ど
社
会
的
な
対
策
が

喫
緊
の
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。」

　

食
事
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
り
、
30
歳
代
で
も
心
筋
梗
塞
な
ど

の
病
気
を
患
う
ケ
ー
ス
も
ま
れ
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
小
児
期
か
ら
生

涯
に
わ
た
る
循
環
器
予
防
が
大
切
で

あ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
へ
向
け
た

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
た
め
「
金
沢
宣
言
」
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
Ｃ
Ｖ
Ｄ

と
は
「
心
血
管
疾
患
」
の
こ
と
で
す
。

心
血
管
疾
患
は
ご
存
知
の
通
り
、
一

度
発
症
す
る
と
、
重
大
な
後
遺
症
を

残
し
た
り
、
命
取
り
に
な
る
、
ま
さ

に
「
恐
ろ
し
い
病
気
」
で
す
。
そ
れ

ら
の
病
気
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

普
段
よ
り
生
活
習
慣
に
配
慮
し
、
必

要
で
あ
れ
ば
治
療
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

皆
さ
ん
も
も
う
一
度
ご
自
分
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
改
善
で
き
る

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
行
動
に

移
す
こ
と
を
進
め
ま
す
。「
日
々
の
努

力
が
健
康
寿
命
の
延
伸
」
に
つ
な
が

り
ま
す
。

国
保
診
療
所　

藤
原
健
史

■
受
付
時
間

　

午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
45
分

 　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
診
療
時
間

　

午
前
…
９
時
～
12
時

　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
連
絡
先　

☎
59
・
３
０
１
０

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
59
・
３
１
６
１

金
沢
宣
言
：
ス
ト
ッ
プ
Ｃ
Ｖ
Ｄ

★「５月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

5/7
休 診
　

８ ９
休 診
　

10
午 後
定 期
往 診
　

11
午 後
定 期
往 診
　

12
午 後
休 診
　

13
休 診
　

14
休 診
　

15 16
休 診
　

17
中学校
健 診
　

18
東小
健診
予防
接種

19
太田小
健診
予防
接種

20
休 診
　

21
休 診
　

22
吾妻准
看学校
講義

23
休 診
　

24
東 幼
健 診
　　

25
午後
個別
接種

26
太田幼
健 診
　

27
休 診
　

28
休 診
　

29
吾妻准
看学校
講義

30
休 診
　

31 6/1 ２ ３
休 診
　

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊当院では予約診療を行っています。定期受診の方は予約 
　での診療をお願いします。
＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療行っていますので、
　体調不良時は気兼ねなく来院ください。
＊午後は予定表になくても予防接種または往診などとなる
　ことが多いため、あらかじめ連絡をお願いいたします。

期日 内　　　　　　科 外　　　科 休日夜間

14 日㈰ 四万診療所
（中之条 ☎ 64-2136）

布施医院
（草津☎ 0279-88-2030）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

21 日㈰ 吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

28 日㈰ けんもち医院
（中之条☎ 75-5155）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

※診療時間は 9 時から 17 時まで（休日夜間は 17 時以降）です。できるだけ時間内に受診してください。
※急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。
※在宅待機のため、原則として往診は行いません。

５月の当番医予定表
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■
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
群
馬
県
歯
科
保
健
奨
励

賞
を
、
原
町
小
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

県
内
の
表
彰
団
体
は
、
小
中
学
校
計
3
校

の
み
で
あ
り
、
昨
年
度
の
「
全
日
本
学
校

歯
科
保
健
優
良
校
表
彰
奨
励
賞
」
に
続
く

快
挙
で
す
。
同
時
に
、「
平
成
28
年
度
群

馬
県
良
い
歯
と
口
の
学
校
・
学
級
」
の
表

彰
も
行
わ
れ
、
町
内
の
学
校
が
多
数
表
彰

さ
れ
ま
し
た
（
別
表
）。
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
さ
ま
方
、
そ
し
て
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ま
方
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
学
校
歯

科
保
健
活
動
の
賜
物
で
あ
り
、
東
吾
妻
町

の
学
校
歯
科
保
健
活
動
が
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
証
で
す
。

■
学
校
歯
科
健
診
に
つ
い
て

　

学
校
歯
科
健
診
の
結
果
は
「
歯
・
口
の

健
康
診
断
結
果
の
お
知
ら
せ
」
と
し
て
、

検
査
を
受
け
た
全
員
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

結
果
は
、「
異
常
な
し
」、「
経
過
観
察
」、「
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
」
の
3
段
階
で
評
価

さ
れ
ま
す
。「
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
」

の
結
果
が
出
た
場
合
は
、
速
や
か
に
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
今
回
は
、「
経
過
観
察
」
の
代
表
的

な
指
摘
事
項
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
（
シ
ー
オ
ー
）

と
Ｇ
Ｏ
（
ジ
ー
オ
ー
）
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

■
Ｃ
Ｏ
っ
て
何
？

　

Ｃ
Ｏ
は
、
虫
歯
に
は
な
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
放
置
す
る
と
虫
歯
に
進
行
す
る
可

能
性
が
高
い
状
態
で
す
。
Ｃ
Ｏ
は
、
歯
磨

き
や
食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
り
引

き
起
こ
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、
虫
歯
に
進

行
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
歯
み
が
き
の
方

法
や
食
生
活
・
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
が
必

要
で
す
。
フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
な
ど
、

フ
ッ
化
物
の
使
用
も
有
効
で
す
。
か
か
り

つ
け
の
歯
科
医
院
で
の
ご
相
談
な
ど
も
ご

検
討
く
だ
さ
い
。
３
～
6
カ
月
後
に
臨
時

健
康
診
断
を
行
い
、
経
過
観
察
を
行
い
ま

す
。
良
好
な
状
況
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、

治
療
は
不
要
で
す
。

■
Ｇ
Ｏ
っ
て
何
？

　

Ｇ
Ｏ
は
、
歯
と
口
の
清
掃
が
不
十
分
で
、

プ
ラ
ー
ク
の
付
着
が
認
め
ら
れ
、
歯
ぐ
き

に
軽
い
炎
症
が
存
在
す
る
状
態
で
す
。
歯

み
が
き
の
方
法
や
食
生
活
・
生
活
リ
ズ
ム

の
改
善
が
必
要
で
す
。
適
切
な
歯
み
が
き

に
よ
り
、
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
実

現
さ
れ
れ
ば
、
歯
肉
炎
は
改
善
し
ま
す
。

■
学
校
歯
科
健
診
の
め
ざ
す
も
の

　

学
校
歯
科
保
健
活
動
で
は
、「
生
き
る

力
を
は
ぐ
く
む
」
事
が
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
虫
歯
や
歯
肉
炎
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
自
身
が
歯
や
歯
ぐ

き
の
状
態
を
確
認
し
、
問
題
が
生
じ
た
時

の
解
決
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣

を
改
善
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
す
る
た

め
の
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
事
が
重
要

で
す
。
学
校
歯
科
健
診
を
き
っ
か
け
に
、

一
生
自
分
の
歯
で
噛
む
事
の
出
来
る
、
歯

と
口
の
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

学
校
歯
科
医
で
あ
る
筆
者
に
と
っ
て
も
大

切
な
願
い
で
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

東
吾
妻
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当 

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話
　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
Ｃ

Ｏ
と
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
」
で
す
。

24.CO と GO について

認知症家族会
　認知症家族会に出かけてみませんか？日ごろ
思っていることを話してみましょう。

■日時
　平成 29 年５月 26 日㈮　10 時～ 11 時 30 分

■場所　保健センター
■問い合わせ先
　包括支援センター（☎ 68-0200　 担当  田中春美）

■別表
・平成 28 年度群馬県歯科保健奨励賞
　学校歯科保健　原町小学校

・平成 28 年度
　群馬県よい歯と口の学校表彰
　東小学校、太田小学校
　東吾妻中学校

・平成 28 年度
　群馬県よい歯と口の学級表彰
　東小学校 4 年、太田小学校 4 年、
　岩島小学校 4 年、東吾妻中学校　
　1 年 1 組

５月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。

【東地区】
■日時　平成 29 年５月９日㈫　10 時～ 11 時 30 分
■場所　あづま農村環境改善センター

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日時　平成 29 年５月 16 ㈫　13 時 30 分～ 15 時
■場所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

■ＣＯとＧＯ
・CO（Questionable Caries under   
Observation）：要観察歯
　明らかなむし歯による歯の欠損
は確認できないが、むし歯の初期
症状（白濁、白斑、褐色斑）が認
められ、放置するとむし歯に進行
すると考えられる歯

・GO（Gingivitis under Observation)
　：歯周疾患要観察者
　歯肉炎が認められるが、プラー
クの付着は認められない。生活習
慣の改善や適切な歯みがきの実施
で歯肉炎の改善が望める者
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■別表
期日 受付時間 場所

６

月

13 日㈫ 9:00 ～ 11:00 岡崎公民館
14 日㈬ 9:00 ～ 11:00 箱島公民館
15 日㈭ 9:00 ～ 11:00 あづま農村環境改善センター
16 日㈮ 9:00 ～ 11:00 保健センター
18 日㈰ 9:00 ～ 11:00 保健センター
20 日㈫ 9:00 ～ 11:00 新巻公民館
21 日㈬ 9:00 ～ 10:00 泉沢公民館
22 日㈭ 9:00 ～ 11:00 小泉会館
23 日㈮ 9:00 ～ 11:00 太田出張所 ( 公民館 )
27 日㈫ 9:00 ～ 11:00 岩井公民館
28 日㈬ 9:00 ～ 11:00 町民体育館
29 日㈭ 9:00 ～ 11:00 町民体育館
30 日㈮ 9:00 ～ 11:00 岩島出張所（麻の里会館）

７

月

４日㈫ 9:00 ～ 11:00 厚田新井集会所

５日㈬
8:30 ～ 9:00 矢倉多目的集会施設

10:00 ～ 10:30 辻区郷原公会堂
６日㈭ 9:00 ～ 10:00 唐堀集会所
７日㈮ 9:00 ～ 11:00 松谷集会所
８日㈯ 9:00 ～ 11:00 保健センター
11 日㈫ 9:00 ～ 11:00 保健センター

12 日㈬
8:30 ～ 9:00 西榛名婦人ホーム

10:00 ～ 11:00 萩生区民会館
13 日㈭ 9:00 ～ 10:00 大戸区公民館
14 日㈮ 9:00 ～ 11:00 坂上出張所（公民館）
19 日㈬ 9:00 ～ 10:00 須賀尾公民館
20 日㈭ 9:00 ～ 10:00 大柏木公民館
21 日㈮ 9:00 ～ 11:00 保健センター

　
集
団
健
診
が
来
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

町
で
は
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
集
団
健
診
を
行
い
ま
す
。

■
内
容
・
対
象
者
・
費
用

①
『
健
康
診
査
』
…
40
歳
以
上

　

お
よ
び
30
歳
・
35
歳
は
無
料
。

　

40
歳
未
満
は
3
千
円

②
『
結
核
・
肺
が
ん
検
診
』　

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
み

　

…
40
歳
以
上
は
無
料
、
40
歳

　
　

未
満
は
２
０
０
円

・
喀か

く
た
ん痰
検
査
実
施
者
（
レ
ン
ト

　

ゲ
ン
撮
影
当
日
申
し
込
み
）

　

…
５
０
０
円

※
65
歳
以
上
の
方
は
年
に
１
回

　

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
必
ず

　

受
け
ま
し
ょ
う
。

③
『
前
立
腺
が
ん
検
診
』

　

…
６
０
０
円

　
（
50
歳
以
上
の
男
性
希
望
者
）

④
『
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
』　

　

無
料
（
原
則
40
歳
の
希
望
者
）

※
該
当
地
区
の
都
合
が
悪
い
場

　

合
は
、
ほ
か
の
会
場
で
も
受

　

診
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
日

　

都
合
の
悪
い
方
も
土
曜
日
・

　

日
曜
日
の
健
診
が
あ
り
ま
す

　

の
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
の
希
望
調
査
で

　

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人

　

も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
保

　

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当 

　

長
沼
千
恵
子
・
角
田
友
紀
）

・
役
場
町
民
課　

国
保
年
金
係

　
（
内
線 

１
１
６

　

担
当 

武
藤
大
輔
）

案内

　

女
性
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、

早
期
発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の

普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
受
診

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
節
目
年
齢
の
方
に
無
料
検

診
（
ク
ー
ポ
ン
検
診
）
を
実
施
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
上
旬
ご

ろ
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
持
参
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

平
成
29
年
４
月
20
日
現
在
東
吾

妻
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
４
月

１
日
現
在
次
の
年
齢
の
方

・
乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

①
40
歳
（
昭
和
51
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
52
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

②
45
歳
（
昭
和
46
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

③
50
歳
（
昭
和
41
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
42
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

④
55
歳
（
昭
和
36
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
37
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

⑤
60
歳
（
昭
和
31
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
32
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

①
20
歳
（
平
成
８
年
４
月
２
日
～

　

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

②
25
歳
（
平
成
３
年
４
月
２
日
～

　

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

③
30
歳
（
昭
和
61
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

④
35
歳
（
昭
和
56
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

⑤
40
歳
（
昭
和
51
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
52
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
有
効
期
間

　

平
成
29
年
５
月
１
日
㈪
～

　

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
68
・
５
０
２
1

担
当 

長
沼
千
恵
子
・
角
田
友
紀
）

　
　
が
ん
検
診
総
合
支
援
事
業

　
　（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
）

案内

健康診査や各種健診をご案内します
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　吾妻保健福祉事務所では、「こころの健康相談」を行っています。心配ごとのある方はお気軽にご相談くだ
さい。また、ご相談の際には予約をお願いします。

【所内相談】
■場所　吾妻保健福祉事務所
■相談日時　毎月第２木曜日 14 時～（予約制）
■相談員　精神科医師、保健師
■予約・問い合わせ先　吾妻保健福祉事務所　保健係
　　　　　　　　　　　（☎ 75-3303 ）

【出張相談】
■場所・相談日　別表（予約制）
■予約・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

5 月 9 日㈫

はっぴい歯科健診 13:30 ～ 13:45

平成 26 年 10 月・11 月、平成 27 年 4 月・5 月生まれ

11 日㈭
平成 23 年 10 月・11 月、平成 25 年 4 月・5 月・10 月・
11 月生まれ

12 日㈮ 平成 24 年 4 月・5 月・10 月・11 月生まれ

16 日㈫ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

22 日㈪

4 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年 1 月生まれ

7 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 28 年 10 月生まれ（BCG 接種を行います）

1 歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 28 年４月生まれ

23 日㈫ 1 歳 6 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 27 年９月・10 月生まれ

31 日㈬ マタニティークラス① 13:00 ～ 13:15 妊婦と配偶者（前日までに電話で申し込みください）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

５月 25 日㈭ 第２回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30
「予防接種のお知らせ」を参照してください

5 月 18 日㈭までに申し込んでください

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

5 月 15 日㈪ ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

18 日㈭ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 4 カ月児から 1 歳児までの希望者

29 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 幼稚園入園前までの子どもと保護者

こころの健康相談

■別表
日　時（各日 14 時～） 場　所
平成 29 年 5 月 25 日㈭ 中之条町保健センター

６月 22 日㈭ 嬬恋村環境改善センター
7 月 27 日㈭ 東吾妻町保健センター
８月 24 日㈭ 中之条町六合支所
９月 28 日㈭ 高山村保健センター

10 月 26 日㈭ 草津町保健センター
11 月 30 日㈭（第 5 木） 長野原町保健センター
12 月 21 日㈭（第 3 木） 草津町保健センター

１月 25 日㈭ 嬬恋村環境改善センター
２月 22 日㈭ 東吾妻町保健センター
３月 22 日㈭ 草津町保健センター

５月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021） 担当  篠原　萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021） 担当  富塚和香奈
●会場　ラッコ・ペンギン：保健センター／ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター

（＊印のついたサークルはどちらか近い会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）

５月の予防接種日程表
❶東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021） 担当  野山しのぶ
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Information

昭和 17年６月２日～７月１日生まれの方へ
75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。
５月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を
緑色の封筒で郵送しますので、ご確認ください。

■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
	 （ 内線 116　 担当  鳥山典子）

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線 122　 担当  荒木聡子）

65 歳になった方へ
（昭和 27 年４月２日～５月１日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　

群
馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭

和
24
年
6
月
1
日
）
を
記
念
し
て
、
次

の
と
お
り
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内
の
も

め
事
な
ど
、
人
権
問
題
や
困
り
ご
と
で
悩

ん
で
い
る
方
は
お
気
軽
に
お
近
く
の
特
設

相
談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

■
特
設
相
談
所
開
設
日
時
・
場
所

　

平
成
29
年
６
月
２
日
㈮

　

10
時
～
15
時　

中
央
公
民
館

　

な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に
な

れ
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
通
常
通
り
前

橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
各
支
局
で
電
話

相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
６
６
）

    『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

案内

平成 28年度中の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況
　住民基本台帳法（以下「法」という）第 11 条の２第１項の規定による申出に係る閲覧の状況について、法
第 11 条の２第 12 項の規定により、平成 28 年度中の閲覧状況を公表します。

■問い合わせ先　町民課　戸籍住民係（ 内線 117 担当  角谷俊一）

申出機関などの
名称および代表者

利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

㈱タイム・エージェント
【委託元】群馬県  健康福祉部

群馬県民を対象とした「保
健医療に関する県民意識
調査」に関して、対象者
抽出を行うため

平成 28 年 12 月１日
大字原町、厚田、萩生、須賀尾にお
ける 20 歳以上の住民より 75 名

　

町
で
は
木
材
や
竹
を
破
砕
す
る
チ
ッ

パ
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の
貸
出
を
行
っ
て
い

ま
す
。
伐
採
し
た
木
や
竹
を
破
砕
す
る

こ
と
で
、
場
所
を
と
ら
ず
に
処
分
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
貸
出
対
象
者

　

町
内
の
団
体
お
よ
び
町
民
の
方

※
町
外
の
方
で
も
、
使
用
場
所
が
町
内

　

の
場
合
に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。
た

　

だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
は

　

出
来
ま
せ
ん
。

■
貸
出
料　

無
料

※
燃
料
代
お
よ
び
輸
送
料
は
ご
利
用
者

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
役
場
農
林
課
へ
事
前
に
連
絡
し
、
貸

出
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
確
認
の
上
、

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
書
は
使
用
日
の
10
日
前
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
輸
送
に
は
積
載
量
１
・
５
㌧
以
上
の

ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご

利
用
者
で
手
配
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
ア
ル
ミ
ブ
リ
ッ
ジ
は
無
料
で
貸
し
出

　

し
ま
す
。）

・
輸
送
中
お
よ
び
使
用
中
の
過
失
に
よ
る

破
損
は
、
ご
利
用
者
で
対
応
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

農
林
振
興
係

　
（
内
線 

５
２
５　

担
当 

湯
本
亮
一
）

　
破
砕
機
（
チ
ッ
パ
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
）
を
貸
し
出
し
ま
す

案内
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町からのお知らせ

■民生委員・児童委員（敬称略）
地区 氏名 担当区域

東
地区

佐藤みよ子 大字五町田
橋爪　玲子 箱島１区
塩田千恵子 箱島２区
岡田かすみ 岡崎１区
髙橋　和子 岡崎２区
大塚くに子 大字新巻
佐藤　香澄 大字奥田

太田
地区

戸塚　君子 西組・上河原・田中
剣持　静子 松の木・山根
須田　育夫 原組・十二ケ原
金澤ふじ子 上南・上北・泉・中西
須田　節子 中東・北組・八幡・双葉
中澤美智子 大字小泉
佐藤　貞雄 大字泉沢

原町
地区

関口　千枝 上之町
唐澤　静江 下之町・南町
荻原　米子 紺屋町
大前　和義 新井・平沢
一場　孝行 上野・在上
水野　文廣 在下一部（大宮）
水出のぶ子 在下一部 ( 稲荷城 )・八幡原
武田ふみ江 須郷沢
山田　登政 上之宮・深沢
冨澤　正秀 内出
中澤さち江 田中・下郷
松井　定吉 大字金井

岩島
地区

菅谷　保彦 大字郷原
吉田　悦子 大字矢倉
中島　　隆 大村・机・姉山
山野　峯子 天神・漆貝戸
田中　敬一 松下・松中
雨宮　蘭子 松上・大平・中尾・高日向
石村ひで子 四戸・生原
小林　　潔 大竹・沢尻・万木沢
丸𣘺　芳晴 唐堀
小池　元夫 根古屋・細谷・大沢・上郷
小泉猪代治 兵庫・新井
春原　克江 田中・烏帽子・長藤

坂上
地区

小泉　正一 平大谷沢・稲田
蜂須賀佐和子 塩の平・下宿・上宿

　南　彰 手古丸・古賀良・上大戸・後所谷戸
小池芙佐江 田谷・堀井戸・貫井
小池　叔子 境野・分去・大谷・大沢
小室　　守 西榛名区
篠原美野里 宿・日向
橋爪　禮子 丑ケ渕・関谷・長寿園
上原　　健 須賀尾１・２・３区
湯本あや子 須賀尾４・５・６区
加部　　誠 岩鼻・宮谷戸・下中・猿谷戸・羽田
武藤　けさ 殿原・天神・松の木・上之沢・広石

主任
児童
委員

三枝　寿子 東・太田小学校区
角田　寿子 原町小学校区
田中　　智 岩島・坂上小学校区

５月 12 日は「民生委員・児童委員の日」です

　民生委員は「民生委員法」によって設置
が定められています。そして、全ての委員
は「児童福祉法」によって、児童委員も兼
ねています。また、民生委員・児童委員の
中には、児童福祉を専門に担当し活動する
主任児童委員がいます。
いずれも任期は３年です。

■民生委員・児童委員は安心して
相談できるボランティアです■

　民生委員・児童委員には守秘義務があり、
相談内容や秘密がほかにもれることはあり
ません。安心してご相談ください。

■秘密は守られます■

■問い合わせ先　役場保健福祉課
　　　　　　　　（ 内線 121　 担当  加藤俊夫）

あなたのまちの
　民生委員・児童委員です

　私たち委員は地域に根ざした福祉活動を展
開し、あたたかな地域社会をめざしています。
高齢者世帯やねたきり高齢者の実態調査も、
毎年６月１日を基準に行っています。私たち
の活動にご理解ご協力をお願いします。

民生委員制度は平成 29 年に
　　　100 周年を迎えました
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Information

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
】

　

旧
耐
震
基
準
で
建
て
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た
木
造
住
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耐
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づ
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。
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宅
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築
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築
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耐
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診
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が
図
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を
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す
。

※
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面
を
作
成
し
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場
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１
万
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度
の
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人
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が
あ
り
ま
す
。

■
耐
震
診
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用
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耐
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診
断
費　

無
料

・
耐
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診
断
者
の
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通
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千
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～
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千
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負
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。

（
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診
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き
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）
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場
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町
ホ
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ペ
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ジ
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入
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で
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ま
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年
度
の
申
請
の
受
付
は
、
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で
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。

【
木
造
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震
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耐
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診
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行
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望
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震
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金
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交
付
し
耐
震
化
を
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進
し
ま
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。

■
対
象
と
な
る
住
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次
の
条
件
を
す
べ
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満
た
し
た
住
宅

に
限
り
ま
す
。

・
東
吾
妻
町
内
に
あ
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宅

・
昭
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56
年
５
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31
日
以
前
に
着
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２
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築
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付
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０
０
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０
０
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０
０
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０
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■
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助
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予
算
の
範
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と
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申
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付
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付
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付
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。
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付
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木
造
住
宅
耐
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断
者
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遣
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・
木
造
住
宅
耐

　
震
改
修
補
助
事
業

案内

　町スポーツ協会事業参加者募集
　町スポーツ協会ではさまざまなスポーツ事業を予定しており、参加者を募集しています。

【町スポーツ協会 10 周年記念事業】
▼日　時　平成 29 年５月 13 日㈯
▼会　場　コンベンションホール

【第 12 回町民親善野球大会】
▼開催日　平成 29 年 5 月 14 日㈰・
　　　　　 21 日㈰
▼会　場　東総合運動場野球場
▼参加費　1 チーム　３千円

【第 11 回社会人ソフトボール大会】
▼日　時　平成 29 年５月 21 日㈰
▼会　場　スポーツ広場
▼参加費　１チーム　千円

【第 12 回町民親善ソフトテニス大会】
▼日　時　平成 29 年５月 28 日㈰
▼会　場　スポーツ広場テニスコート
▼参加費　１人 500 円
※中学生は無料

【第 21 回郡内ハイキング】
▼開催日　平成 29 年５月 28 日㈰
▼会　場　十二ヶ岳
▼参加費　1 人　500 円

■申し込み先・問い合わせ先
　教育課内スポーツ協会事務局
　（☎ 59・３３７０）
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町からのお知らせ

　桔梗館もお客さまに支えられ、今年８月で、めでたく 30 周年を迎えます。
ひとえに皆さまのご愛顧のおかげでございます。大変ありがとうございま
す。感謝の気持ちを込めて『桔梗館無料優待券』ご用意いたしました。心
身のリフレッシュにご活用ください。新緑の季節、露天風呂からの景色を
眺めに来てはいかがでしょうか？

★８月６日㈰に 30 周年記念イベントを開催予定しています。
■問い合わせ先　あづま温泉桔梗館（☎ 59 -3533）

あづま温泉桔梗館だより

戦国真田の岩櫃城跡探検隊　第15弾　縄文から戦国、 そして現代までの岩櫃旅

　地域おこしグループ『あざみの会』（会長：本間泉）では『戦国真田の岩櫃城跡探検隊第 15 弾』として下
記の日程で遺跡発掘現場を巡る散策イベントを行います。貴重な遺物が発見された場所で、地域の歴史を知り
たいという方はぜひお越しください。

■日時　平成 29 年５月 14 日㈰　12 時～ 15 時 30 分
■日程
　12 時   …………　受付／ 12 時 30 分…　開会式
　12 時 45 分……　散策出発（６㎞ほどの舗装道です）
　遮光器土偶発掘現場（唐堀遺跡）・奈良三彩発掘現
　場（四戸遺跡）へ、町教育委員会による解説
　14 時 30 分……　四戸古墳群散策
　15 時   …………　矢倉駅 ( 下り…15:04、上り…15:12）
　15 時 30 分……　麻の里会館着　解散
■対象　小学生以上先着 50 名
　　　　（小学生は成人の引率者が必要です）

■集合場所　麻の里会館（岩島公民館）
■参 加 費　無料（飲物などは各自でご用意ください）
■服　　装　小雨決行です。雨具をご用意ください。
■悪天候により散策できない場合
　麻の里会館内で町教育委員会による発掘報告を行
います。（上信道・八ッ場ダム、岩櫃城跡）
■申し込み・問い合わせ先
　東吾妻町観光協会　（☎ 70-2110）
※ 5 月 11 日までに電話で参加申込をお願いします。
　受付時間は 9 時～ 18 時です。

　　　　　平成 29年度入札結果　　（４月 21 日執行）

事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

東・太田・原町地区町道他　地域道路管理 東・太田・原町 南波建設㈱ 5,450,000 円 建設課

岩島・坂上地区町道他　地域道路管理 岩島・坂上 池原工業㈱ 5,450,000 円 建設課

道の駅あがつま峡　コンクリート舗装工事 三　島 ㈲吉田建設 5,370,000 円 建設課

十二沢パーキング駐車場整備工事 三　島 池原工業㈱ 21,500,000 円 建設課
上信道吾妻西バイパス工事に伴う上水道配水管
布設替工事設計業務委託 三島ほか ㈱利根設計事務所 2,150,000 円 上下水道課

東吾妻中学校　テニスコート（4 面）メンテナンス 原　町 ㈱女屋スポーツ工事 3,750,000 円 教育課

東吾妻中学校折り畳み軽量椅子等備品購入 原　町 ㈱ちぎりいち町田儀平商店 1,044,000 円 教育課

太田小学校　空調設備設置工事 植　栗 コーエィ㈱吾妻営業所 37,600,000 円 教育課

管内小中学校校務用パソコン更新およびリース 箱島・植栗・原町・
岩下・本宿 ㈱戸部商会 27,768,000 円 教育課

奥田社会体育館卓球台購入事業 奥　田 ㈲ジャンプスポーツ 1,900,000 円 教育課

■問い合わせ先　各担当課まで



町からのお知らせ

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　　

※広報 4 月号に掲載した第 29 回町民スキー講習会の
結果の中で以下の通り間違いがありました。お詫
びして訂正いたします。

　　誤）バッジテスト合格者　４級 　加部大貴
　　正）バッジテスト合格者　４級 　加部祐希

◆第 11 回町民剣道大会
▼開催日　平成 29 年３月５日㈰
▼会　場　原町小学校体育館
▼結　果

・小学校低学年の部　優勝…有園錬　準優勝…米浩孝　
　　　　　　　　　　３位…片野葉月

・小学校中学年の部
　優勝…水谷哉斗　準優勝…片野響　３位…高平藍

・小学生高学年の部
　優勝…片野樹　準優勝…佐藤佑哉　３位…黒岩奏汰

・中学生の部
　優勝…小林碧女　準優勝…和田千紘　３位…樋渡美琴

・団体の部　優勝…嬬恋剣仁会

◆第 11 回町民卓球大会
▼開催日　平成 29 年３月 19 日㈰
▼会　場　奥田社会体育館
▼結　果

・小学生低学年男子の部　優勝…石村峻太郎
　準優勝…長谷川訓道　３位…山田琉輝

・小学生高学年男子の部　優勝…松本隼汰
　準優勝…小林勇貴　３位…滝澤陽典、小林元気

・小学生女子の部　優勝…飯塚心晴　準優勝…平形春香
　　　　　　　　   ３位…丸橋亜美
中学生の部　優勝…佐藤知明　準優勝…小池泰聖
　　　　　　３位…武藤光、増田弘樹
一般の部　　優勝…酒井文彰　準優勝…佐藤正人
　　　　　　３位…齋藤将平、川村陽輝

◆第 30 回協会グラウンドゴルフ大会
▼開催日　平成 29 年４月９日㈰
▼会　場　東総合運動場
▼結　果

【男子の部】
　優勝…宮崎勇一
　　　　（太田クラブ）
　準優勝…霞　勝義
　　　　　（本宿クラブ）
　３位…高橋　浅
　　　　　（本宿クラブ）

【女子の部】　優勝…土屋淑枝（いわびつクラブ）
　　　　　準優勝…大塚たま子（萩生クラブ）
　　　　　　３位…清水貞子（いわびつクラブ）

　総務省では、６月１日から 10 日
までを「電波利用環境保護周知啓発
強化週間」として、電波を正しく利
用していただくための周知・啓発活
動および不法無線局の取り締まりを
強化します。
　電波は暮らしの中で欠かせない大
切なものです。電波のルールはみん

なで守りましょう。
■問い合わせ先
　不法無線局による混信・妨害
　（☎ 03-6238-1939）
　テレビ・ラジオの受信障害
　（☎ 03-6238-1945）
　地上デジタル放送の受信相談
　（☎ 03-6238-1944）

STOP　THE　不正電波
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す
る
春
を

ひ
た
す
ら
待
て
り
幸
と
い
ふ
春

田
中
よ
ね
子

寒
さ
増
す
去
年
の
師
走
に
旅
立
ち
し

同
級
生
を
思
へ
ば
寂
し

田
村
マ
リ
子

病
む
夫
を
励
ま
さ
ん
と
て
孫
達
は
電
車
に

乗
り
て
そ
れ
ぞ
れ
来
を
り

齋
藤
由
㐂
子

四
姉
妹
父
母
の
墓
前
に
手
を
合
は
す

梅
の
花
散
る
彼
岸
の
中
日

橋
爪　

治
子

バ
ス
停
に
学
童
並
び
て
山
里
は

一
時
賑
は
ひ
ま
た
静
ま
り
ぬ

高
橋　

春
江

四
打
五
打
そ
れ
で
も
楽
し
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

寒
風
吹
け
ど
汗
じ
ん
わ
り
と

関
本　

こ
う

枯
れ
葉
分
け
菊
咲
一
華
は
む
ら
さ
き
に

ひ
そ
と
咲
き
を
り
彼
岸
の
庭
に

塩
谷　

好
子

夫
逝
き
て
吾
が
手
に
あ
ま
る
農
機
具
を

手
放
し
納
屋
は
あ
あ
が
ら
ん
ど
う石

田
千
嘉
子

夜
遅
く
受
験
生
の
孫
の
部
屋
明
か
り

「
頑
張
っ
て
る
ね
」
と
ひ
と
り
ご
ち
す
る

猪
野　

房
江

物
忘
れ
は
痴
呆
と
ち
が
う
と
医
師
言
へ
ば

ほ
お
っ
と
胸
の
軽
く
な
り
た
り

福
島
ト
ミ
子

時
期
と
な
り
馬
鈴
薯
植
え
る
畑
見
れ
ば

夫
は
無
心
に
さ
く
を
切
り
を
り

大
前
つ
る
枝

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

吾妻地域産業保健センターのご案内
　地域産業保健センターでは常時 50 人未満の労働者を
使用する事業者の産業保健活動（労働者の健康管理や
保健指導など）を支援するため、さまざまな事業を実
施しています。メンタルヘルス不調の労働者に関する
相談・指導、など産業保健活動に係る相談は基本的に
無料で実施することができます。

■問い合わせ先　吾妻地域産業保健センター
　　　　　　　　（吾妻郡医師会内）（☎ 75-3334）
　　　　　　　　中之条労働基準監督署（☎ 75-3034）

投
稿　

短
歌

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

第 10 回町民ゴルフ大会
参加者募集

■開催日時　平成 29 年６月 25 日㈰
■会　　場　伊香保ゴルフ倶楽部
■料　　金　1 万円（プレ－費、参加費、食事込み）
■参加資格　東吾妻町に在住または在勤の者
■申込期間　平成 29 年５月 8 日㈫～６月 5 日㈮
　　　　　　※組み合わせに希望のある方は申
　　　　　　　し出てください
■競技方法
　前半９ホ－ルストロ－クプレ－(新ペリア方式)
・同スコアは年齢上位者とする
・スコアカ－ドは各自生年月日を記入の上ハ－

フ終了後提出する
・表彰は、競技終了後随時行います
・その他は、コ－スロ－カルル－ルによる
■その他
　豪華賞品を用意して参加をお待ちしています。
ゴルフ経験のある方はぜひ参加をお願いします。
■主　　催　町スポーツ協会ゴルフ部
■問い合わせ先
　教育課内スポーツ協会事務局（☎ 59-3370）

　皆さんからの写真や楽しいお便り
をお待ちしています。住所・氏名・
電話番号の記入を忘れずに役場企画
課広報統計係までお送りください。
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まちの人口

～平成 29 年４月１日現在～

	 ●男	 7,007 人

	 前月比	 （－ 26 人）

	 ●女	 7,400 人

	 前月比	 （－ 48 人）

	 ●人口	 14,407 人

	 前月比	 （－ 74 人）

	 ●世帯数	 5,676 世帯

	 前月比	 （－ 7 世帯）

5 月分の納期限は 5 月 31 日です

この広報紙は再生紙を使用しています。

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ○
固定資産税 ● ○ ○ ○
軽自動車税 ●
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ● ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○

　中央公民館では日本野鳥の会吾妻支部の協力を受
け、次の日程で野鳥の写真展を行います。普段あま
り目にする機会のない鳥の姿や、見慣れない鳥の姿
をとらえた作品などが展示されます。

●期間
　平成 29 年 5 月 13 日（土）13 時～

21 日（日）12 時

●観覧時間
　（初日・最終日以外）
　９時～ 17 時
●場所
　中央公民館相談室
●問い合わせ先
　中央公民館
　（☎ 68-2412）

にんじん…………… 40g

玉ねぎ…………… 100g

な す ……………… 100g

しめじ……………… 60g

おくら……………… 20g

鶏もも肉…………… 40g

片栗粉………… 小さじ 1

固形コンソメ……

………… 1 個

カレー粉… 小さじ１／２

塩 ………………………2g

水 …………………600ml

－材料（４人分）－　

●作り方
①にんじん、なすはいちょう切り、玉ねぎは食べやす

　い大きさに切ります。

②しめじはほぐしておきます。

③鶏もも肉は細かく切り、片栗粉をまぶしておきます。

④おくらは小口切りにします。

⑤鍋に水、固形コンソメ、①、②を入れて煮ます。

⑥ ⑤の野菜が柔らかくなったら、③を入れて鶏もも　

　肉に火が通るまで煮ます。

⑦ ⑥にカレー粉、塩を入れて調味し、おくらを加え　

　てひと煮立ちさせ完成です。

おすすめ健康料理レシピ○134

『野菜たっぷりカレースープ』

毎月 19 日は　家族でいただきますの日
家族で食卓を囲んでいますか？食卓は豊かな心と体をはぐくみます～群馬の食育～

1 人分の栄養価　　エネルギー 53kcal

　たんぱく質 2.3g　　脂質 3.7 ｇ

　飽和脂肪酸 0.46g　　多価飽和脂肪酸 1.5 ｇ

　食物繊維 1.4g　　　　食塩 0.5g

第 17 回野鳥の写真展
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